
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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《
世
界
に
広
が
る
Ｆ
１
と
、
日
本
Ｇ
Ｐ
の

将
来
》

１
０
月
１
３
日
、
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン

ダ
で
２
０
３
０
年
代
初
頭
か
ら
Ｆ
１
を
開

催
す
る
１
０
年
契
約
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

欧
州
を
中
心
に
開
催
し
て
き
た
Ｆ
１
は
、

米
国
、
ア
ジ
ア
、
中
東
へ
と
市
場
を
広
げ
、

世
界
的
な
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
元
Ｆ

１
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
こ
の
広
が
り
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
日
本
Ｇ
Ｐ
の
将
来
で
す
。

今
回
の
契
約
が
直
接
日
本
Ｇ
Ｐ
の
開
催

に
影
響
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
年
間
の
開
催
枠
が
限
ら
れ
る
な
か
、

各
国
の
誘
致
競
争
は
激
し
く
な
り
、
開
催

権
料
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
１
の
運
営
会
社
に
よ
れ
ば
、
開
催
契

約
に
は
物
価
連
動
や
年
率
最
大
５
％
の
増

額
条
項
が
設
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
。
観

客
が
増
え
て
も
、
費
用
の
上
昇
に
よ
っ
て

開
催
の
継
続
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

《
海
外
に
学
ぶ
、
公
的
支
援
の
あ
り
方
》

「
わ
ず
か
３
日
間
の
大
会
に
、
な
ぜ
公

的
支
援
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
疑
問
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
海
外
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
解
説
し
ま
す
。

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
Ｆ
１
の
承
認

開
催
費
用
の
６
０
％
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
会
を
観
光
だ
け
で
な
く
、
国
際
会
議
や

商
談
と
結
び
つ
け
、
国
全
体
の
経
済
的
利

益
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州

政
府
が
観
光
客
の
誘
致
や
地
域
経
済
の
活

性
化
、
国
際
的
な
知
名
度
の
向
上
を
目
的

に
、
公
的
法
人
を
通
じ
て
Ｆ
１
開
催
を
支

え
て
い
ま
す
。
州
議
会
予
算
局
は
、
州
政

府
の
拠
出
が
な
け
れ
ば
開
催
と
契
約
の
履

行
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
分
析

し
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
、
開
催
日
数
で
は
な
く
、

そ
の
機
会
を
通
じ
て
国
や
地
域
に
ど
の
よ

う
な
価
値
を
生
み
出
す
か
で
す
。

た
だ
し
、
公
費
を
投
じ
れ
ば
成
功
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
フ
ラ
ン
ス

Ｇ
Ｐ
で
は
、
多
額
の
公
的
負
担
に
対
し
、

十
分
な
経
済
効
果
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
日
本
Ｇ
Ｐ
を
、
国
の
成
長
に
つ
な
げ

る
》Ｆ

１
は
、
世
界
最
高
峰
の
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
で
す
。
今
年
、
鈴
鹿

で
行
わ
れ
た
日
本
Ｇ
Ｐ
に
は
、
３
日
間
で

延
べ
３
１
万
５
，
０
０
０
人
が
来
場
し
、

う
ち
海
外
か
ら
の
観
客
は
延
べ
１
０
万
５
，

０
０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。

世
界
中
か
ら
観
客
が
集
ま
り
、
観
光
や

宿
泊
、
飲
食
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
や
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
本
Ｇ
Ｐ
は
、

こ
う
し
た
価
値
を
毎
年
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
、
我
が
国
の
貴
重
な
国
際
的
資
産

で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
単
な
る
自
動
車
レ
ー
ス

で
は
な
く
、
観
光
、
産
業
、
地
域
経
済
を

成
長
さ
せ
る
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
観
戦
を
き
っ
か
け
に
開
催
地

か
ら
周
辺
地
域
へ
と
周
遊
を
広
げ
る
。
日

本
の
も
の
づ
く
り
を
紹
介
す
る
産
業
観
光

や
企
業
間
の
商
談
に
つ
な
げ
る
。
子
ど
も

た
ち
が
科
学
技
術
に
触
れ
、
世
界
へ
の
挑

戦
を
夢
見
る
機
会
を
つ
く
る
。

３
日
間
の
大
会
を
、
そ
の
後
の
交
流
や

経
済
活
動
、
次
世
代
の
人
材
育
成
へ
と
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
２
０
２
９
年
を
見
据
え
、
支
援
の
仕
組

み
を
》

現
在
の
日
本
Ｇ
Ｐ
の
開
催
契
約
は
２
０

２
９
年
ま
で
で
す
。
そ
の
先
も
日
本
で
Ｆ

１
を
開
催
し
続
け
る
た
め
、
今
か
ら
準
備

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
や
観
光
庁
を
中
心
に
、
主

催
者
、
自
治
体
、
企
業
が
連
携
し
、
海
外

誘
客
や
交
通
環
境
の
整
備
、
広
域
観
光
を

一
体
的
に
進
め
る
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で

す
。開

催
権
料
へ
の
公
的
支
援
も
選
択
肢
の

一
つ
で
す
。
た
だ
し
、
公
費
を
投
じ
る
以

上
、
支
援
の
必
要
性
や
規
模
を
慎
重
に
判

断
し
、
観
光
消
費
や
雇
用
、
税
収
へ
の
効

果
を
客
観
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

目
指
す
の
は
、
単
な
る
大
会
の
赤
字
補

填
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
が
長
年
に
わ
た
り
築
い
て
き
た
国

際
的
な
資
産
を
守
り
、
そ
の
価
値
を
日
本

全
体
の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

Ｆ
１
日
本
Ｇ
Ｐ
を
、
次
の
世
代
へ
。

国
と
し
て
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

衆
議
院
議
員

Ｆ
１
日
本
Ｇ
Ｐ
を
次
世
代
に

国
の
成
長
戦
略
に
位
置
付
け
へ



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

国会の合間を縫って、駅頭
活動も続けています。
学生さんから将来の夢に向
かって勉強に励んでいると
聞き、嬉しく思いました。
また、抱えている悩みも聞
かせてくれました。こうし
た日々の一つ一つの対話を
大切にしていきます。

各町での秋祭りに参加し、幅
広い世代の皆さんと楽しく交
流させていただきました。政
治の話はもちろん、F1につい
てもたくさんのご質問をいた
だきました。関心を寄せてい
ただけることを、とても嬉し
く思います。見かけた際は、
ぜひお気軽にお声がけくださ
い！

自動車整備議連総会に出席。
深刻な整備士不足やEV・自動
運転への対応、損保会社によ
る代理店契約の一方的な解除
問題などを議論しました。国
土交通省による設備導入支援
や制度改正、金融庁との連携
による対応も進められていま
す。地域の暮らしと安全を支
える整備業界の持続的な発展
に向け、引き続き取り組んで
まいります。

自民党競輪振興議員連盟の会
合が開催されました。今年、
競輪の競技中に発生した死亡
事故を受け、元競輪選手の地
方議員団から要望書が手交さ
れました。また、このたび
「競輪・オートレース振興議
員連盟」として再出発。事務
局長を拝命しました。

※2006年は鈴鹿公式レポートの決勝日来場者数 ※2026年来場者数はF1公式「前年比 +18％」を基に算出

スポーツツーリズムの最高峰
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